
来年も良い年でありますように！ 

来年も「ありがとう」の気持ちと言葉があふれる

学校にしたいね！ 

「オグラスの山が３回白くなると、里にも雪が積もる」ということを、

地域の方から教えていただきました。今月はじめに少し積雪があったの

で、これからやってくる本格的な冬に備えて、体調管理と安全運転に気

を付けなければと思います。 

 さて、長い２学期が終わり、子どもたちが楽しみにしている冬休みに

入ります。年末のそわそわ感やお正月の雰囲気を味わったり、冬ならで

はの遊びをしたり、うれしい贈り物があったりと、短い期間にギュッと

詰まった体験や経験をする時期です。ぜひご家族と楽しく過ごしてほし

いと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

朽木東小学校だより第 10 号 
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文責：校長 岡本 等 

４月に新入学児童５名を迎え、３２名が毎日元

気に過ごすことができましたのも、保護者の皆

様、地域の皆様（スクールガード、民生児童委員、

すみまち協議会、日赤奉仕団、ボランティア募集

に応じてくださった方・・・）の教育活動への協

力と見守り活動のお陰と感謝しています。来年も

元気に過ごせる一年になりますよう皆様のご健

康を心よりお祈り申し上げます。 

 

行事予定には書いてあるけど、「どんぐりプロジェクト」って何？ そんな疑

問にお答えします。 

３年生でくつきの森で木々や生き物とふれあったり工作をしたりしながら森の

ことを知り、「芽が出ますように！」とドングリの実を土に埋めます。４年生の

秋、芽と根がしっかり伸びた苗を「もっと育ってね」と大きなポットに植え替え

ます。５年生では、森林のはたらきについて詳しく学びます。そして、６年生。

育った苗をプロジェクトの森に植樹し、４年間の活動が完結します。 

くつきの森と太陽生命さんと本校が取り組むこの活動が始まって、なんと今年

で 12 年目になり、これまでにも多くの先輩たちが関わってきました。中には自

分たちが植えた木がどうなっているか見に行く方もいるそうです。 

ドングリの木は広葉樹で、秋になると実をつけ、森の動物たちの貴重な食料に

なります。かつては地面に落ちたドングリは自然に芽を出し、豊かな森を作った

そうですが、今は人の手で植えないとなかなか育ちません。子どもたちの活動で

朽木の森が豊かになれば、今社会問題になっている動物たちともよい関係でいら

れるのではないでしょうか。 

朽木中学校では昨年度から「Step by Step どんぐりプロジェクト 7.0」の活動

を始め、自分たちが植樹した森の点検や除草などをしているそうです。綿々と続

くこの活動が、子どもたちの中にしみ込んできたことの証かもしれません。 

どんぐりプロジェクトって何？ 

３年 

３年 

４年 

５年 

６年 



12/27(土)～1/４（日）は年末年始休業と祝日のた

め、学校閉庁となります。緊急の場合は高島市役所 

 ☎２５－８０００ までご連絡ください。 

11 月 21 日(金)にペースランニン

グ記録会を行いました。体育の時間

や休み時間に練習した成果で、多く

の子どもが自己ベストを更新するこ

とができました。保護者の応援や地

域・保護者ボランティアの支えもう

れしかったです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7 水 始業式 11：20下校 

8 木 
給食開始 13：10 下校 

２．３年読み聞かせ 

9 金 委員会活動 

15 木 ４．５年読み聞かせ 訪問貸出 

16 金 スキー教室 

19 月 ４．５年ひびきあい活動 

22 木 １年読み聞かせ 

23 金 避難訓練、クラブ活動 

26 月 特別日課（全校 14：10下校） 

27 火 入学説明会、新１年生を迎える会 

29 木 ６年読み聞かせ、訪問貸出 

30 金 スキー教室予備日 

楽譜が漢字で書いてある～。しかも縦書きだよ！ 箏

には 13 本の弦があって、11 本目からは「ト・イ・キ

ン」って数えるんだよ～。 

自己ベストをめざして駆け抜けろ！ 

12 月 16 日（火）、令和７年度「びわ湖ホール・

文化産業交流会館 アウトリーチ事業」の中の

【和のじかん】を本校で実施し、プロの箏奏者で

ある片岡リサさんに素晴らしい演奏（歌声も！）

を聴かせていただきました。 

右手の指にはめた爪と左の指が素早く動き、13

本の弦を様々な奏法で力強く弾くと、音が多目的

室いっぱいに響きわたりました。子どもたちは、

真剣な目で片岡さんの指の動きを見つめながら和

楽器のよさを味わうことができました。 

 片岡さんは自らの経験をお話しされる中で、自

分が好きなことを【続ける大切さ】についても子

どもたちに伝えてくださいました。 

 

実は子どもたちがお箏を見るのは、今回が初め

てではありません。【和のじかん】に先立ち、10

月 22 日（水）に片岡さんと滋賀県邦楽専門集団

「しゅはり」の皆さんに来ていただき、ワークシ

ョップとしてお箏体験教室を開いていただきまし

た。 

始めは、お箏の一本一本の弦を確かめながら慎

重に音を鳴らしていましたが、最後には「♪さ～

く～ら～、さ～く～ら～♪」としっかり演奏がで

きるまでになりました。この経験があったからこ

そ、今回の片岡さんの演奏がより素晴らしく聴こ

えたのではないでしょうか。 

体験することの大切さを感じました。 

       令和８年１月７日（水） 

       また、みんなで元気にあいましょう 

      よいお年を！ 


